
＜別紙７＞

学校名・教育研究センター名・教育研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ名 ：AEEN（Asahikawa English Education Network ）

研究課題 ：　小学校英語ワークショップ風景と英語情報をWEB（ホームページ）で発信！

・ALTの配置はされているが、学級
　担任の英語指導力が不十分。
・英語活動の指導方法が様々あり、
　効果的な指導方法が浸透していない。
・誰でも取り組める英語活動の指導
　方法が確立されていない。
・英語活動に熱心な指導者はいるが、
　個々に活動しており、教材開発やアク
　ティビティ開発の交流が不十分。
・北海道の広い地域の中で交流を図る
　のに難しい面がある。

３．教材開発・アクティビティ開発

目　　的 ：　　　 ・小学校英語活動に携わる教師のネットワークづくり
　　　　　　 ・学級担任の英語指導力の向上　　　　　

D 当面の課題

手法 ・活動 ・教材Ａ　現　状

・小学校英語活動に携わる教師
　の裾野が大きく広がった。　
・学級担任が簡単に取り組める英語
　指導方法（B-SLIM）の浸透が図られた。　
・ワークショップや授業研究会の様子を
　AEENホームページで広く発信できた。
　（画像や映像を通して）
・今年度中にAEENホームページに
　掲示板や投稿ページを設置し、
　「小学校英語活動リソースWEB」の
　機能を持たせたい。

１．年間7～8回のワークショップの開催

４．先進校研究会への参加（年間２～３回）

２．授業研究会の開催や小中の授業交流

５．SASTEC（札幌市小学校英語教育研究会）や
　　北海道教育大学との連携

Ｂ　活動後の状況

C普及の方法 ワークショップや授業研究会の様子をAEENホームページを通して発信

「小学校英語活動後進地域（北海道）」を克服するためにワークショップとWEB（ホームページ）の充実を図ること


